
 

二
〇
二
二
年
横
須
賀
支
部
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る

　
去
る
五
月
一
七
日
、
（
公
社
）
神
奈
川
労
務
安
全
衛
生
協
会
横
須
賀
支
部
の
二
〇

二
二
年
定
時
総
会
が
、
横
須
賀
市
立
勤
労
福
祉
会
館
に
お
い
て
会
員
事
業
所
一
九
四

社
中
、
一
四
〇
社
（
委
任
状
含
む
）
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ＴＥＬ ８４５－９５２２ 
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新支部長 武市竜哉 氏

支部長 小平一穂 氏

２０２２年５月第２５９号

第２５９号

（公社）神奈川労務安全衛生協会 

　
定
時
総
会
は
、
横
須
賀
支
部
事
務
局

長
の
西
山
氏
が
司
会
を
務
め
る
と
と
も

に
議
事
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
司
会
に
よ
る
総
会
成
立
の
報
告
の
後
、

議
長
に
支
部
規
約
に
則
り
、
小
平
支
部

長
（
住
友
重
機
械
工
業
（
株
）
横
須
賀

製
造
所
）
が
就
任
し
、
鈴
木
（
章
）
氏

（
相
模
運
輸
倉
庫
株
式
会
社
）
と
鈴
木

（
省
）
氏(

池
内
精
工
株
式
会
社
）
が
書

記
に
任
命
さ
れ
、
議
事
が
進
行
し
ま
し

た
。

○
報
告
事
項
　
　
二
〇
二
二
年
度
事
業

計
画
及
び
二
〇
二
二

年
度
正
味
財
産
増
減

予
算
書
　

　
第
一
号
議
案
と
第
二
号
議
案
は
、
一

括
し
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一

号
議
案
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
つ
つ
、
教

育
事
業
及
び
啓
発
事
業
を
重
視
し
て
各

種
講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

技
能
講
習
・
特
別
教
育
等
の
講
習
が
計

画
し
た
一
七
講
習
の
う
ち
、
非
常
事
態

宣
言
に
伴
う
開
催
自
粛
が
四
講
習
あ
る

と
と
も
に
、
受
講
申
込
者
が
開
催
目
安

を
下
回
っ
た
た
め
中
止
し
た
も
の
が
一

講
習
あ
り
、
実
施
し
た
も
の
は
一
二
講

習
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
事
業
所
か
ら

の
依
頼
及
び
定
員
超
過
に
よ
る
出
張
・

追
加
講
習
を
三
講
習
、
延
べ
八
回
開
催

し
、
受
講
者
数
を
指
標
と
す
る
実
績
で

は
、
二
〇
二
一
年
度
の
総
受
講
者
数
は

三
四
六
名
と
な
り
、
二
〇
二
〇
年
度
の

二
三
〇
名
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　
会
員
事
業
場
数
は
、
二
〇
二
一
年
度

に
入
会
が
一
事
業
場
で
退
会
が
五
事
業

場
あ
り
、
期
末
時
点
で
一
九
四
事
業
場

と
な
り
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
後
、
協
会
本
部
と
各
支
部
が
連
携
し

会
員
確
保
に
向
け
た
取
組
み
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

武 市 竜 哉
松 村 誠 一

　
第
二
号
議
案
で
は
ま
ず
、
二
〇
二
一

年
度
収
支
決
算
に
関
し
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
二
〇
二
一
年
度
は
、
講
習
会

の
開
催
中
止
（
自
粛
）
等
も
あ
り
、
講

習
受
講
者
は
低
調
で
あ
っ
た
も
の
の
、

依
頼
に
基
づ
く
出
張
・
追
加
講
習
が
事

業
所
収
益
を
大
き
く
引
き
上
げ
る
要
因

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
横
須
賀
地
域

講
習
に
対
す
る
支
部
還
元
金
が
協
会
本

部
よ
り
交
付
さ
れ
、
事
業
所
収
益
の
増

加
と
併
せ
て
経
常
収
益
を
下
支
え
す
る

か
た
ち
と
な
り
、
期
末
正
味
財
産
は
期

首
か
ら
増
加
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
会
計
監
査
役
員
に
よ
る
会
計
監

査
の
結
果
、
会
計
業
務
は
適
切
か
つ
正

確
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
号
議
案
と
第
二
号
議
案
に
つ
い

て
は
、
意
義
等
は
な
く
、
参
加
者
全
員

の
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
第
三
号
議
案
と
第
四
号
議
案

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
三
号
議

案
で
は
、
二
〇
二
二
・
二
〇
二
三
年
度

役
員
の
選
出
に
つ
い
て
、
役
員
事
業
所

と
し
て
二
一
社
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
号
議
案
で
は
、
二
〇
二
二
・
二
〇

二
三
年
度
支
部
長
、
副
支
部
長
、
部
会

長
、
会
計
、
会
計
監
査
の
選
出
に
つ
い

て
、
七
事
業
所
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案
と
第
四
号
議
案
に
つ
い
て

も
、
参
加
者
全
員
の
拍
手
を
も
っ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
、
二
〇
二
二
年
度

事
業
計
画
及
び
二
〇
二
二
年
度
正
味
財

産
増
減
予
算
書
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
事
業
計
画
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た

上
で
教
育
事
業
及
び
啓
発
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
正
味
財
産
増
減
予
算
書
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

が
不
透
明
な
状
況
の
中
、
引
き
続
き
収

益
の
増
加
に
つ
な
が
る
講
習
受
講
者
の

回
復
（
増
加
）
は
見
込
め
ず
、
費
用
超

過
の
予
算
と
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
尚
、
費
用
超
過
に
対
し
て
は
、

協
会
本
部
よ
り
交
付
さ
れ
た
「
支
部
負

担
金
」
に
よ
る
費
用
の
超
過
分
の
補
填

等
の
措
置
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
旧
支
部
長
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　
最
初
に
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
二
年
間

支
部
長
を
務
め
ら
れ
た
住
友
重
機
械
工

業
（
株
）
横
須
賀
製
造
所
の
小
平
支
部

長
か
ら
次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

「
支
部
長
に
就
任
し
た
時
期
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急
激
に
拡
大

し
、
第
一
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
、
そ
の
後
も
ま
ん
延
防
止
措
置

等
も
あ
り
、
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
展

開
が
難
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
役
員
は
も
と
よ

り
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で

支
部
運
営
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
横

須
賀
支
部
の
運
営
に
賜
り
ま
し
た
皆
様

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
」

　
◇ 

労
務
安
全
衛
生
功
労
賞 

◇

二
〇
二
二
年
定
時
総
会
に
お
い
て
、
支

部
活
動
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
二
名
の

方
の
支
部
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

シ
ン
ジ
ー
テ
ッ
ク
（
株
）
横
須
賀
事
業
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
藤
　
裕
二 

殿

　
進
藤
氏
は
、
広
報
部
会
に
お
い
て
、

主
に
支
部
報
の
記
事
作
成
を
行
わ
れ
、

取
材
活
動
及
び
記
事
の
執
筆
な
ど
、
支

部
の
事
業
活
動
及
び
各
種
情
報
の
提
供

に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

住
友
重
機
械
工
業
（
株
）
横
須
賀
製
造
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
知
茂 

殿

　
小
林
氏
は
、
支
部
長
代
行
と
し
て
支

部
活
動
全
般
の
運
営
に
携
わ
る
と
と
も

に
会
計
を
務
め
ら
れ
、
支
部
事
業
の
推

進
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
議
事
は
、
次
の
通
り
で
す
。

○
第
一
号
議
案
　
二
〇
二
一
年
度
事
業

報
告

○
第
二
号
議
案
　
二
〇
二
一
年
度
収
支

決
算
報
告
及
び
会
計

監
査
報
告

○
第
三
号
議
案
　
二
〇
二
二
・
二
〇
二

三
年
度
役
員
の
選
出

○
第
四
号
議
案
　
二
〇
二
二
・
二
〇
二

三
年
度
支
部
長
、
副

支
部
長
部
会
長
、
会

計
、
会
計
監
査
承
認

　
最
後
に
、
新
支
部
長
に
就
任
さ
れ
た

東
芝
ラ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
武
市
新

支
部
長
か
ら
次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見

通
せ
な
い
状
況
で
、
引
き
続
き
支
部
事

業
の
運
営
に
影
響
が
及
ぶ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
講

習
等
の
公
益
目
的
事
業
を
着
実
に
展
開

し
、
会
員
会
社
、
事
業
場
の
皆
様
の
ニ

ー
ズ
に
答
え
て
い
く
事
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
横
須
賀
支
部
の

運
営
に
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」

　
事
務
局
長
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
、

定
時
総
会
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
阿
部
）
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４） あなたは怪我をしないという自信がありますか？  

３） 作業時の安全ルールを守ることの重要性を感じましたか？

２） 労働災害が発生する原因が理解できましたか？  

１） 受講して安全への意識に変化がありましたか？  

２０１９年度新入社員安全衛生教育アンケート結果 はい いいえ
 

43%

100%

100%

100%

聴講風景

講義される生田 悟 氏

講義される松村誠一 氏

　
四
月
一
二
日
（
火
）
横
須
賀
市
立
勤

労
福
祉
会
館
に
お
い
て
「
新
入
社
員
安

全
衛
生
教
育
」
を
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

講
習
は
、
法
令
に
基
づ
く
雇
い
入
れ
時

の
安
全
衛
生
教
育
で
、
会
員
事
業
場
・

一
般
事
業
場
を
合
わ
せ
、
一
三
事
業
場

か
ら
新
進
気
鋭
の
新
入
社
員
四
三
名
が

受
講
し
た
。

　
講
習
は
、
横
須
賀
労
働
基
準
監
督
署

安
全
衛
生
課
長
生
田
悟
氏
、
日
産
自
動

車
株
式
会
社
追
浜
工
場
で
安
全
健
康
管

理
課
長
を
務
め
る
松
村
誠
一
氏
を
講
師

と
し
て
迎
え
、
二
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。

　
講
習
の
第
一
部
は
、
横
須
賀
労
働
基

準
監
督
署
生
田
安
全
衛
生
課
長
が
「
労

働
基
準
監
督
署
の
業
務
及
び
法
令
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
①
厚
生
労
働
省
の
地
方

横
須
賀
支
部
主
催

 

新
入
社
員
教
育

令和四年度

出
先
機
関
と
し
て
の
労
働
基
準
監
督
署

の
業
務
②
新
入
社
員
安
全
衛
生
教
育
の

意
義
③
労
働
災
害
の
定
義
及
び
労
働
災

害
発
生
の
原
因
と
発
生
時
の
処
置
④
労

働
安
全
衛
生
法
の
目
的
と
そ
の
概
要
⑤

職
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
活
動
、
特
に

４
Ｓ
活
動
・
Ｋ
Ｙ
活
動
・
危
険
の
「
見

え
る
化
」
・
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等

の
概
要
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

　
講
義
の
時
間
は
、
約
三
〇
分
と
い
う

短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
横
須
賀
労

働
基
準
監
督
管
内
に
お
け
る
労
働
災
害

の
発
生
状
況
等
を
交
え
つ
つ
、
受
講
者

が
新
社
会
人
・
新
入
社
員
と
い
う
特
性

に
合
わ
せ
て
分
か
り
易
い
説
明
が
加
え

ら
れ
、
受
講
者
に
と
っ
て
職
場
で
の
安

全
衛
生
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

の
動
機
付
け
と
な
っ
た
。

し
た
。

　
講
師
は
、
安
全
衛
生
・
防
火
に
関
す

る
業
務
に
永
年
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を

活
か
し
、
実
体
験
や
災
害
事
例
を
交
え

た
説
明
を
行
い
、
労
働
災
害
や
労
働
衛

生
の
み
な
ら
ず
、
仕
事
と
健
康
の
関
係

や
日
常
生
活
を
通
じ
た
健
康
管
理
の
重

要
性
等
、
社
会
人
・
社
員
と
し
て
日
頃

か
ら
心
掛
け
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、

受
講
者
の
理
解
と
自
覚
を
促
し
た
。

　
講
習
終
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
「
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
安

全
に
気
を
付
け
て
仕
事
に
取
り
組
む
」

「
気
付
き
や
情
報
は
周
囲
の
人
と
共
有

し
な
が
ら
、
仕
事
を
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
た
」
「
安
全
な
業
務
遂
行
を

第
一
に
仕
事
を
行
う
」
等
の
多
数
の
意

見
が
あ
り
、
受
講
者
の
安
全
に
関
す
る

意
識
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
西
山
）

２

　
引
き
続
き
、
第
二
部
と
し
て
松
村
氏

が
①
安
全
に
つ
な
が
る
仕
事
の
基
本
②

職
場
の
安
全
管
理
③
安
全
な
仕
事
の
基

本
等
、
職
場
や
作
業
現
場
に
お
け
る
安

全
管
理
の
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
講
義

《６月～７月行事計画》

【６月度】

☆フルハーネス型安全帯

　　　　　使用作業特別教育

　開催日：６月１８日（土）

　会　場：住友重機械工業㈱

　　　　　横須賀製造所内

　　　　　教育訓練センター

☆粉じん作業特別教育

　開催日：６月２３日（木）

　会　場：ヴェルクよこすか

【７月度】

☆危険予知訓練研修会

　開催日：７月１日（金）

　会　場：ヴェルクよこすか

☆職長安全衛生教育

　開催日：７月１９日（火）

　　　　　　　２０日（水）

　会　場：ヴェルクよこすか

☆衛生推進者養成講習会

　開催日：７月２８日（木）

　会　場：ヴェルクよこすか

＊ご注意

1．新型コロナウィルス感染拡大の状況により、急遽開催を中止ま

たは延期する場合があります。

２．会場予約・講師の都合により日程を変更する場合があります。

３．詳細はその都度発行される案内をご参照下さい。

令和４年度 全国安全週間横須賀地区推進大会
（参加者数を制限して開催）

　全国安全週間（7 月１日～７月７日）とその準備期間（６月

１日～６月３０日）の活動を積極的に推進するため、例年全国

安全週間横須賀地区推進大会を開催しております。

　令和４年度全国安全週間横須賀地区推進大会は、新型コロ

ナウイルス感染防止対策のため、全参加者数を１００名程度

に制限して開催するになりました。

　このため、横須賀支部としては、会員事業所に参加希望調査を

行った上、会員事業所から約２０名の方に参加して頂くことと

致しました。

　会員事業所の皆様には、改めて御了承頂きますようお願い

申し上げます。

ＴＥＬ８４５－９５２２
ＦＡＸ８４５ー９５１０

http://www.roaneikyo.or.jp/shibu/yokosuka/index.html

安衛協横須賀支部 検 索 でＨＰを確認できます

２０２２年５月 第２５９号
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２０２２年５月第２５９号

　
令
和
四
年
四
月
一
日
の
人
事
異
動
で
、

横
須
賀
労
働
基
準
監
督
署
の
職
員
は
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
＊
が
新
任
者
で
す
。
）

署
　
長
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
幸
伸

監
督
課

監
督
課
長
　
　
　
　
　
＊
稲
富
　
章
雄

労
働
基
準
監
督
官
　
　
　
姫
宮
　
尚
子

労
働
基
準
監
督
官
　
　
　
石
塚
　
純
也

労
働
基
準
監
督
官
　
　
　
松
橋
　
悠
樹

労
働
基
準
監
督
官
　
　
＊
堤
　
　
爽
華

庶
務
係
事
務
官
　
　
　
　
白
松
　
京
介

総
合
労
働
相
談
員
　
　
　
太
田
　
裕
輔

総
合
労
働
相
談
員
　
　
　
川
名
　
隆
憲

三
六
協
定
点
検
指
導
員
　
三
反
﨑
江
美

未
払
賃
金
等
調
査
補
助
員
　
寺
西
　
　
恵

未
払
賃
金
等
調
査
補
助
員
　
平
沢
　
純
子

安
全
衛
生
課

安
全
衛
生
課
長
　
　
　
＊
生
田
　
　
悟

労
働
基
準
監
督
官
　
　
　
坂
間
　
洸
之

石
綿
届
出
等
点
検
指
導
員
大
塚
た
き
子

計
画
届
審
査
員
　
　
　
　
勝
田
　
和
夫

労
災
課

労
災
課
長
　
　
　
　
　
　
中
越
　
盛
司

給
付
調
査
官
　
　
　
　
＊
立
﨑
菜
穂
子

厚
生
労
働
事
務
官
　
　
　
内
田
　
香
菜

厚
生
労
働
事
務
官
　
　
＊
入
内
島
美
有

給
付
調
査
官(

再
任
用) 

＊
林
　
　
米
男

労
災
・
労
働
保
険
調
査
員 

田
中
万
悠
子

労
災
・
労
働
保
険
調
査
員 

長
島
百
合
美

労
災
・
労
働
保
険
調
査
員 

古
海
　
　
実

労
災
・
労
働
保
険
調
査
員 

小
杉
　
道
代

事
務
補
助
員
　
　
　
　
　
瀧
本
　
祐
子

計画届審査員

労災課

監督課長

坂間

稲富

石塚

安全衛生課

給付調査官

出入口

第二聴取室

労災・労働保険調査員

中越

第一聴取室

小杉

受付カウンター 受付カウンター

３６点検指導員 総合労働相談員

三反﨑 太田

総合労働相談員

労災・労働保険調査員

労災・労働保険調査員

田中

大塚　

安全衛生課長

署長

監督課

厚生労働事務官

入内島

阿部

未払賃金等調査補助員 労働基準監督官

寺西/平沢

生田

給付調査官

労災課長

川名

古海 長島

瀧本

労災・労働保険調査員

林

内田

庶務係事務官 労働基準監督官

事務補助員

厚生労働事務官

堤

白松

姫宮

松橋 勝田

立﨑

労働基準監督官 労働基準監督官 石綿点検指導員 労働基準監督官

横
須
賀
労
働
基
準
監
督
署
　配
置
図

（
令
和
四
年
四
月
一
日
付
）

0120-23-1122
ご予約、お問い合わせはフロント予約係まで

フリーダイヤル
http://www.heiankakuyokosuka.com

〒238-0041　横須賀市本町1－4（ベース前）

よこすか
★ ご婚礼・ご宴会承ります ★

デザイン・オフセット印刷・オンデマンド印刷

〒２３８-０００５　横須賀市新港町１－１１（横須賀市医師会館内）

　　　　　　 ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０４６－８２２－３０５３

（神奈川産業保健総合支援センター・三浦半島窓口）

安全衛生診断・改善指導、安全衛生教育・講演
化学物質のリスクアセスメント教育等



２０２２年５月 第２５９号（４）

横須賀労働基準監督署
安全衛生課長

生田　悟 氏

　
こ
の
四
月
一
日
付
で
横
須
賀
署
の
安

全
衛
生
課
長
に
就
任
さ
れ
た
生
田
悟
氏

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
一
三
年
四
月
に
厚
生
労
働
技
官

と
し
て
採
用
さ
れ
、
横
浜
北
署
安
全
衛

生
課
に
配
属
、
今
ま
で
に
、
労
働
局
及
び

七
署
で
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成

一
八
・
一
九
年
に
横
須
賀
署
第
二
課
、

平
成
二
五
〜
二
七
年
に
横
須
賀
安
全
衛

生
課
で
勤
務
を
さ
れ
て
お
り
、
今
回
三

回
目
の
横
須
賀
署
勤
務
に
な
る
と
の
こ

と
で
す
。
横
須
賀
に
住
ん
だ
こ
と
は
な

い
と
の
こ
と
で
す
が
、
勝
手
に
帰
っ
て

き
た
よ
う
な
気
分
と
の
こ
と
で
す
。

　
横
須
賀
署
で
の
職
務
や
職
務
を
遂
行

す
る
に
あ
た
っ
て
気
に
か
け
て
い
る
こ

と
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
働
く
人
の
安
全

と
健
康
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
が
適

正
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
事
業
場
の
指
導

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
若
か
っ
た
こ
ろ
は
、
事
業
場
に

お
邪
魔
す
る
と
、「
う
ち
の
会
社
は
こ
ん

な
安
全
活
動
を
し
て
い
る
ん
だ
よ
。」
と

聞
い
て
も
い
な
い
の
に
、
安
全
担
当
者

が
自
社
の
取
組
み
を
自
慢
す
る
か
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
、
聞
い
て
も

よ
く
わ
か
ら
な
い
、
前
の
担
当
者
が

や
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
な
ど
の

返
答
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
な
っ
た

気
が
し
ま
す
。
安
全
衛
生
の
水
準
が
低

下
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
大
変
危

惧
し
て
お
り
ま
す
。」と
の
こ
と
。

　
現
在
は
、
横
浜
市
の
自
然
豊
か
な
地

域
に
お
住
ま
い
で
、
電
車
を
乗
り
継
ぎ
、

通
勤
時
間
は
一
時
間
ほ
ど
。
休
日
は
車

に
乗
る
こ
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
Ｄ
Ｉ
Ｙ

を
す
る
の
が
お
好
き
だ
そ
う
で
す
。

　
横
須
賀
署
管
内
の
印
象
に
残
っ
て
い

る
も
の
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
走
水
の
丘

陵
か
ら
見
え
る
美
し
い
水
平
線
」、「
牧

場
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」、「
防
空
壕
跡

と
お
い
し
い
魚
料
理
店
が
多
い
！
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
最
後
に
、
読
者
へ
伝
え
た
い
事
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
今
年
度
は
、
第
一
三

次
労
働
災
害
防
止
推
進
計
画
の
最
終
年

度
で
あ
り
ま
す
が
、
当
署
に
お
い
て
は
、

減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
、
増
加
傾
向
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
労
働
災
害
は
本
来
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
あ
り
、
安
全
管
理
活
動
を
継

続
し
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
基
本
的
は
感
染
対
策
を

講
じ
な
が
ら
、
労
使
一
丸
と
な
っ
て
労

働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
責
　
進
藤
）

   　 　食料品製造 9 13 -4 -30.8%
      　繊維工業 -
      　衣服その他の繊維 -
      　木材・木製品 -
      　家具・装備品 1 1 -
      　パルプ等 1 1 -
      　印刷・製本 -
      　化学工業 3 1 2 200.0%
      　窯業土石 2 2
      　鉄鋼業 1 1 -
      　非鉄金属 -
      　金属製品 9 4 5 125.0%
      　一般機械器具 4 3 1 33.3%
      　電気機械器具 1 1 -
      　輸送機械製造 16 11 5 45.5%
      　電気・ガス 1 1 -
      　その他の製造 2 3 -1 -33.3%
01　製造業小計 50 37 13 35.1%
02　鉱業 -
      　土木工事 13 (1) 22 -9 (1) -40.9%
         　 鉄骨・鉄筋家屋 8 (1) 2 6 (1) 300.0%

          　木造家屋建築 23 30 -7 -23.3%

          　建築設備工事 4 6 -2 -33.3%

          　その他の建築工事 12 20 -8 -40.0%

      　建築工事 47 (1) 58 -11 (1) -19.0%
      　その他の建設 4 6 -2 -33.3%
03　建設業小計 64 (2) 86 -22 (2) -25.6%
      　鉄道等 2 1 1 -
      　道路旅客 16 15 1 6.7%
      　道路貨物運送 21 25 -4 -16.0%
      　その他の運輸交通 -
04　運輸交通業小計 39 41 -2 -4.9%
      　陸上貨物 1 2 -1 -50.0%
      　港湾運送業 -
05　貨物取扱小計 1 2 -1 -50.0%
      　農業 6 7 -1 -14.3%
      　林業 -
06　農林業小計 6 7 -1 -14.3%
      　畜産業 1 -1 -100.0%
      　水産業 4 3 (1) 1 -(1) 33.3%
07　畜産・水産業小計 4 4 (1) -(1)
      　卸売業 2 6 -4 -66.7%
      　小売業 54 42 12 28.6%
      　理美容業 1 1 -
      　その他の商業 4 4
08　商業小計 61 52 9 17.3%
      　金融業 5 1 4 400.0%
      　広告・あっせん 3 -3 -100.0%
09　金融広告業小計 5 4 1 25.0%
10　映画・演劇業 1 -1 -100.0%
11　通信業 5 10 -5 -50.0%
12　教育研究 6 5 1 20.0%
      　医療保健業 24 17 7 41.2%
      　社会福祉施設 67 69 -2 -2.9%
      　その他の保健衛生 1 -1 -100.0%
13　保健衛生業小計 91 87 4 4.6%
      　旅館業 1 5 -4 -80.0%
      　飲食店 18 18
      　その他の接客 14 7 7 100.0%
14　接客娯楽小計 33 30 3 10.0%
15　清掃・と畜 27 25 2 8.0%
16　官公署 2 2 -
      　派遣業 -
      　その他の事業 46 35 11 31.4%
17　その他の事業小計 46 35 11 31.4%

合　　　計 440 (2) 426 (1) 14 (1) 3.3%
※　各欄左側の数字は休業4日以上の災害件数、右側 （   ） 内は死亡災害件数  （内数）

令和３年労働者死傷病報告受理状況（確定）横須賀労働基準監督署

業　　 種
当   年 前   年

増減数 増減率
(令和３年) (令和２年)

　
令
和
三
年
に
お
け
る
労
働
災
害
発
生

件
数
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
こ
の
確
定
と
は
、
令
和
三
年

一
月
〜
令
和
三
年
一
二
月
に
発
生
し
た

休
業
四
日
以
上
の
労
働
災
害
に
つ
い
て
、

提
出
さ
れ
た
労
働
者
死
傷
病
報
告
（
様

式
第
二
三
号
）
の
受
理
件
数
に
つ
い
て
、

統
計
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
の
締
切

日
を
設
け
、
統
計
数
値
の
確
定
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

　
統
計
と
し
て
は
、
全
産
業
に
お
い
て

四
四
〇
件
と
前
年
（
四
二
六
件
）
に
対

し
て
一
四
件
、
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の

増
加
と
な
り
、
残
念
な
こ
と
に
死
亡
災

害
も
二
件
発
生
し
て
二
名
の
尊
い
命
を

失
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
死
亡
災
害
は
も
と
よ
り
、
労
働
災
害

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

各
事
業
場
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り

一
層
の
労
働
災
害
防
止
へ
の
取
組
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
全
国
の
労
働
災
害
統
計
に
つ
い

て
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://a
n
zen
in
fo
.m
h
lw
.g
o
.jp
/u
se

r/a
n
ze
n
/to
k
/to
u
k
e
i_
in
d
e
x
.h
tm
l

）

神
奈
川
の
労
働
災
害
統
計
に
つ
い
て

は
、
神
奈
川
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
s://jsite.m

h
lw
.g
o
.jp
/k
a
n
a
g
a

w
a
-ro
u
d
o
u
k
y
o
k
u
/jirei_to

u
k
ei/a
n
z

e
n
_
e
ise
i.h
tm
l

）
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 労

働
災
害
発
生
状
況


